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6月定例会の トビックス
6月定例会を6月フ日から20日 までの会期で開きました。

平成23年度一般会計補正予算を中心に、提出された10議案、陳情I条件を慎重審議し可決・採択されました。
請願1条件につきましては、討論の結果不採択となりました。

議案第4フ号 平成23年度高浜町一般会計補正予算 (第2号 )

生涯スポーツの普及・促進

議
長
就
任
の
ご
挨
拶

議

長

的

場

輝

夫

３
月
１．
日
東
北
夫
衰
史
と
寺
ば
独
る
大
規
模
地
泉

・
津
淀

・
原
発
英
害

が
発
生
し
、
そ
の
被
害

・
影
響
の
凄
よ
じ
さ
は
、
か
つ
て
経
験
の
な

い
深

く

ｏ
恐
ろ
し
い
も
の
で
し
た
。
日
本
の
み
な
ら
ず
、
世
界
中
の
関

む
と
史

振
を
受
け
つ
つ
、
日
本
の
新
し
き
疫
典
を
雅
実
に
成
し
込
げ
、
世
界
の
人
々

に
貪
敲
可
能
な
日
と
し
て
舟
生
さ
せ
る
責
任
を
、
合
国
民
が
自
党
し
な
け

独
ば
な
午
ま
せ
ん
。

特
に
、
戎
が
高
浜
町
に
と

っ
て
為
島
原
発
の
現
状
は
、
言

い
泉
し
様
の

な

い

「
日
惑
」
を
町
民
各
住
に
与
え
る
も
の
で
あ
り
、
町
の
将
来
に
決
定

的
な
影
響
を
与
え
か
ね
な

い
宣
き
課
超
の
提
走
で
も
あ
り
ま
す
。

「
宴
仝

・

宴

喀
」
が
最
優
九
に
雄
保
さ
独
る
は
当
然
で
あ
る
が
、

「
雇
用

・
健
合
財

政
の
た
保
」
も
ま
た
、
故
郷
の
将
来
に
む
け
て
辻
け
て
垂
独
な

い
課
超
で

も
あ
り
ま
す
。

町
民
の
背
様
と
共
に
、
議
会
は
こ
の
童
き
課
題
に
対
処
し
て
ま

い
り
ま

す
。鍮

一■
謙

副
議
長
就
任
の
ご
挨
拶

く

翼

長

稟

野

明

雄

新
緑
の
季
節
か
ら
夏
木
各
と

い
う
時
を
地
え
、
高
浜
の
夏

へ
の
期
待
も

ふ
く
ら
む
時
期

で
あ
り
ま
す
。

４
月

の
交
選
に
件
つ
議
会

の
色
織
春
え
に
て
、
副
議
長
に
就
任
攻
し
ま

し
た
。

高

湊

町
も
、

３

月

且

日

の
人
震

史

を
受

け
、

防

英
、

原

子

力

防
史

に
従

来
以
上
の
想
足ヽ
が
必
要
に
な
り
ま
し
た
。

高
浜
町
民
の
芸

喀
景ヽ
合
を
守
り
、
活
力
あ
る
ふ
お
さ
と
を
想
像
す
る
こ

と
に
、
独
力
な
が
ら
券
力
を
さ
せ
て
頂
け
独
ば
あ
り
が
た

い
と
思

い
ま
す
。

（
、
時
代
は
大
き
な
曲
が
り
角
に
あ
り
ま
す
。
人
口
減
少
社
会
。
オ
月ヽ

下
が
り
の
経
済
。
ふ
く
独
あ
が
る
回
の
負
債
。
そ
の
中
で
局
浜
町
の
活
カ

を
保
ち
、
希
望
の
あ
る
高
浜
に
な
る
よ
う
、
議
員

一
九
と
な

っ
て
励
め
る

よ
う
に
、
議
長
の
茄
佐
を
さ
せ
て
頂
き
た

い
と
思
い
ま
す
。

町
民
と
議
会

・
行
政
の
パ
イ
プ
役
と
し
て
お
役
に
立
て
る
こ
と
を
願
い

挨
拶
と
攻
し
ま
す
。高浜町中山13-26-1他雨天用屋外体育施設新築工事  [工事の場所]

着工 :平成23年8月予定 完成 :平成25年3月 31日
建築面積 :2,015∬ 、スポーッ活動面積 :1,647∬

ゲー トボールコー ト3面

フットサルやイベントに利用可能

[工事の名称]

[工   期]
[工事の概要]

男,シヨ四.

*

議案第57号 平成23年度高浜町一般会計補正予算 (第3号 )

災害復旧事業 (台風2号)
6D304万8千円を緊急補正

池田山公園

[豪雨被害件数]

・農地/37件  ・農道/12件・農業用施設/21件
。林道/13件  ・観光/5件

総務産業   函 厚生文教   囲 予算決算   回
委員長 磯部 武史
属l委員長 井ノ元康夫

議長を除く全員

栗斤人議員紹介

雄

洋

秀

光

出

常
西
清

長

長

一員

［員

筆

委

副

委

則孝

とし子

田
瀬

横

廣

長

長

〕員

襲

委

副

仁

郎

憲

徳

幡

尾

小

上

み
孝

雄

］員
蛇

　
明

塚

邊

野

委

大

渡

栗

昭

夫

繁

輝

本

場

勝

的

洋

雄

夫

員
光

秀

富

常

出

本

委

清

西

山

・委員長 小幡 憲仁
・属l委員長 横田 則孝

委  員
磯部 武史・西出 秀雄・勝本 繁昭・渡邊

5月末に記録的な豪雨。町内各地で被害発生。

[台風2号降雨量]

24時間雨量 :332mm l時 間雨量 :28mm

鳥獣害対策  函 地域医療対策 □Π原子力対策

議長を除く全員

広報

委員長 磯部 武史
副委員長 大塚ひとみ
委 員
上尾 徳郎・井ノ元康夫
廣瀬とし子・清常 光洋

委員長 山本 富夫
副委員長 丼ノ元康夫
委 員

委員長 廣瀬とし子
副委員長 上尾 徳郎
委 員
大塚ひとみ 。磯部 武史
清常 光洋・小幡 憲仁

洋
郎
光
徳

常

尾

清

上

長

長

］員

襲
醸
委 雄

雄

明

秀

野
出

粟

西

孝

昭

幸

則

繁

ト

ビ

ツ

ク

ス

全員賛成

可決

予算額 3億9,846万6干円 フ月入札予定

高浜町議会構成表

的場 輝夫議 長 粟野 明雄副議長

全員賛成

可決

■常任委員会

議会を身近に感じて

いただけるように…。

いつも笑顔で心を込め

仕事に取り組んで

いきます。

て

議員として、私なりに

頑張つています。

皆さんの代表として職責を

誠実に果たしてまいります

のでお願い致します。

上尾 徳郎

大塚ひとみ

E議会運営委員会 6人

■特別委員会

町民の付託に応え

田」議としてやるべき事を

考え、私の初心を買き

目標を達成出来る様、

日々努力します。

廣瀬とし子

若狭消防組合議会議員 大塚ひとみ 井ノ元康夫・山本富夫
嶺南広域行政組合議会議員 勝本繁昭 西出秀雄
福井県後期高齢者医療広域連合議会議員…的場輝夫

高浜田」監査委員…小幡憲仁
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討
　
論

市町累積数 施設利用割合

高 浜 町 3⊇フ人 1420/O

お お い 町 129人 560/O

若 狭 町 フ人 030/O

小 浜 市 433人 1880/O

舞 鶴 市 1,2フ 2ノ( 553。/0

京 丹 綾 市 46人 200/O

綾 部 市 20ノ( 100/。

宮 津 市 35ノ( 150/O

大 阪 市 30人 130/O

目

］巧

議
案
第
甲

平
成
２３
年
度
高
浜
町

一
般
会
計
補
正
予
算

（第
２
］α

高
浜
け
い
あ
い
の
里
増
床

舞
鶴
市
に
も
補
助
金
を

命
耐
目
■
団
弓

高
浜
け
い
あ
い
の
里
の
利
用
者
は
舞
鶴
市

民
が
５５
％
と
あ
る
が
、
舞
鶴
市
に
も
補
助

金
を
負
担
し
て
も
ら
え
な
い
の
か
。

詐
認
可
の
権
限
が
県
や
府
に
あ
る
た

め
か
、
け

い
あ

い
の
里
も
舞
鶴
市
に
は

補
助
を
求
め
て
い
な
い
。

逆
に
、
高
浜
町
民
が
利
用
す
る
舞
鶴

市
の
施
設
か
ら
補
助
金
を
要
請
さ
れ
る

こ
と
は
な
い
。

【磯
部
】

福
島
で
は
、
原
子
炉
建
屋
な
ど
に
溜

ま

っ
て
い
る
１０
万
ト
ン
を
超
す
高
濃
度

汚
染
水
が
、
外
部
に
漏
れ
出
る
恐
れ
が

あ
り
、
汚
染
水
浄
化
装
置
の
稼
働
を
急

い
で
い
る
。

高
浜
原
発
で
も
緊
急
対
策
が
施
さ
れ

て
い
る
。

冷
却
機
能
喪
失
時
、
消
火
水
や
海
水

等
を
注
入
す
る
対
策
を
と
る
な
ら
、
循

環
注
水
冷
却
対
策
も
必
要
で
あ
る
。

十
分
検
証
し
、
国
や
事
業
者
に
汚
染

水
浄
化
装
置
の
配
備
を
求
め
る
考
え
は

な
い
か
間
う
。

【町
長
】

原
発
の
安
全
紺
策
は
、
福
島
事
故

の

検
証
結
果
を
踏
ま
え
適
宜
回
、
事
業
者

が
姑
応
す
る
。

高
浜
原
発
の
緊
急
安
全
対
策
は
適
切

で
あ
る
と
、
国
の
報
告
を
受
け
て
い
る
。

今
後
、
中
長
期
的
な
姑
策
が
進
ん
で

い
く
中
、
必
要
と
な
れ
ば
行
政
と
し
て

指
示

・
対
応
を
し
て
い
く
。

ま
ち
づ
く
り
課
の

業
務
が
多
す
ぎ
な
い
か

■高浜けいあいの里利用率 僻成19年度から22年度1月ま0

農
林
水
産
事
業
が

ハ
ー
ド
と

ソ
フ
ト

に
分
か
れ
た
こ
と
に
よ
る
弊
害
や
、
課

の
肥
大
化
を
招

い
て
い
る
こ
と
は
否
め

な

い
。
今
回

マ
イ
ナ
ー
チ

エ
ン
ジ
を
行

う
が
、
新
庁
舎

の
建
設
を
念
頭
に
お
い

て
組
織
の
見
直
し
を
行

っ
て
い
く
。

◆
寝
室
に
も
災
害
警
報
を

【磯
部
】

Ｊ
Ｉ
Ａ
Ｌ
Ｅ
Ｒ
Ｔ
の
導
入
に
よ
り
、

災
害
な
ど
の
情
報
が
瞬
時
に
伝
え
ら
れ

る
こ
と
に
な

っ
た
。

各
家
庭
に
有
線
放
送
の
告
知
器
が
あ

る
が
、
深
夜
な
ど
に
警
報
が
発
令
さ
れ

て
も
間
こ
え
な
い
家
庭
が
多
い
。

火
災
警
報
器
の
設
置
が
義
務
付
け
さ

れ
た
が
、
設
置
場
所
は
寝
室
で
あ
る
。

本
年
度
、
告
知
器
の
更
新
が
予
定
さ

れ
て
い
る
。

希
望
者
に
は
寝
室
に
警
報
が
聞
こ
え

る
対
策
が
必
要
で
は
。
ま
た
、
各
警
報

に
合
わ
せ
た
避
難
場
所

・
経
路
の
周
知

を
図
る
べ
き
で
は
な
い
か
。

【総
務
課
長
】

更
新
予
定

の
告
知
器
は
、
現
在

の
も

の
よ
り
音
量
が
大
き
く
持
ち
運
び
で
き

る
。
複
数
の
部
屋
で
の
受
信
に
は
、
外

部
ス
ピ
ー
カ
ー
が
必
要
に
な
る
が
、
各
々

で
の
姑
応
を
お
願
い
し
た
い
。

配
布
予
定
で
あ
る

「
総
合
防
災
ガ
イ

ド
ブ

ッ
ク
」
で
避
難
所
、
危
険
個
所
、

避
難
ル
ー
ト
を
確
認
し
て
い
た
だ
き
た

目
議
案
第
５７
号

平
成
２３
年
度
高
浜
町

一
般
会
計
補
正
予
算

（第
３
田ラ

災
害
復
旧
費
、
国

・
県
の

支
出
金
は
な
い
の
か

海
岸
漂
着
物
の
撤
去
に
は
県
の
予
算
も
使

え
る
よ
う
だ
が
、
そ
の
他
農
林
業
に
関
す

る
被
害
や
道
路
な
ど
に
は
国

・
県
の
支
出

金
は
使
え
な
い
の
か
。

今
回
は
、
災
害
対
応
は
調
査
設
計
業

務
委
託
料

で
町
で
負
担
し
な
け
れ
ば
な

ら
な

い
。

災
害
認
定
基
準
が
あ
り
、
調
査
設
計

し
た
も

の
を
国
庫
事
業
、
県
単
独
事
業

と

い
う
順
序

で
、
対
象
に
な
る
べ
く
努

力
し
て
い
く
。

原
発
に
汚
染
水
浄
化
装
置
を

答
弁
　
必
要
と
あ
ら
ば
指
示
・対
応
を

磯
部
　
武
史

議
員

農
林
水
産
振
興
室
を
ま
ち
づ
く
り
課
内
に

設
け
る
と
い
う
こ
と
で
あ
る
が
、
課
の
仕

事
量
が
多
す
ぎ
な
い
か
。

(単位:千円)

■一般会計の 6月

補正予算の規模

は8億フ,6フ 4万
9千円。

この結果、一般

会計の予算現計

|よ 88億 31フ43
万 8干円となる。

【井
ノ
元
】

以
前
の
定
例
会
で
も
質
問
し
た
が
、

県
道
音
海
中
津
海
線
、
舞
鶴
野
原
港
高

浜
線
の
原
子
力
災
害
時
の
避
難
道
路
に

っ
い
て
。
東
日
本
大
震
災
以
降
、
そ
の

必
要
性
を
強
く
感
じ
て
い
る
。

進
捗
状
況
と
、
町
長
の
避
難
道
路
と

し
て
の
認
識
を
間
う
。

【町
長
】

大
震
災
以
降
、
避
難
用
道
路
の
重
要

性
を
再
認
識
し
、
そ
の
後
も
国

・
県

・

関
係
機
関

へ
整
備
要
望
を
行

っ
て
い
る
。

ま
た
、
県
道
音
海
中
津
海
線
や
舞
鶴

野
原
港
高
浜
線
に
お
い
て
、
５
月
３０
日

未
明
の
大
雨
に
よ
る
土
砂
崩
れ
に
よ
り

通
行
規
制
が
か
か
る
な
ど
、
早
期
対
応

す
べ
き
問
題
で
あ
る
と
認
識
を
た
か
め

た
。一
次
整
備
は
終
わ

つ
た
が
急
カ
ー
ブ

や
急
勾
配
な
ど
、
危
険
な
個
所
も
残

っ

て
い
る
こ
と
か
ら
、
二
次
的
な
改
良
整

備
を
進
め
る
と
と
も
に
、
現
在
、
当
路

線
と
交
差
す
る
国
道
２７
号
線
と
の
中
寄

交
差
点
や
難
波
江
交
差
点

の
改
良
整
備

に
つ
い
て
も
、
測
量
調
査
設
計
を
行
い
、

地
元
協
議
を
進
め
て
い
る
。

防
災
道
路
と
し
て
、
日
常
生
活
に
密

着
し
た
路
線
で
あ
る
。
大
震
災
や
土
砂

災
害
を
教
訓
に
し
て

一
刻
も
早
く
国
な

ら
び
に
県
当
局
が
主
体
で
直
ち
に
事
業

化
で
き
る
よ
う
、
粘
り
強
く
要
望
す
る
。

【井
ノ
元
】

県
道
被
害
で
の
迂
回
路
の
見
直
し
と
、

整
備
が
必
要
で
は
な
い
か

【町
長
】

県
道

の
迂
回
路
、
町
道
ア
ク
セ
ス

・

避
難
道
路
の
整
備
計
画
の
位
置
づ
け
は

重
要
で
あ
る
と
認
識
し
て
い
る
。

国

。
県

・
町

。
事
業
者

の
役
割
を
、

明
確
に
し
て
い
く
。

財
源
に

つ
い
て
は

国
が

一
定

の
財
政
措

置
を
行
う

よ
う
立
地

協
で
も
検

討
し
て
い

之Ｏ
。

避
難
道
路
の
進
捗
状
況
に
つ
い
て

答
弁
　
早
期
対
応
す
べ
き
と
認
識

井
∠
死
　
康
夫

議
員

一　
　
般

　

質

　

問

渡
邊

孝

議
員

山
本
富
夫

議
員

6月補正予算の結果

会 計 名 補正前の額 補  正  額 補正後の額

般  会  計 フ,460,689 876,フ49 8,337,438

公共下水道事業特別会計 600,61フ 29,568 630,185

公有水面埋立事業特別会計 8フ ,25耳 3081864 396,115

水 道 事 業 特 別 会 計 193,496 15,ア96 209,292

●

「非核」としヽう文言 |よ、原子力と共存共栄

してしヽる高浜町にlよなじまない。

採択すれば、原子力の見直し、脱原発につ

ながる。

核戦争が勃発すれば世界が壊減する恐れが

ある。

非核三原則の下、核兵器の廃絶を求める

宣言文である。

0
ロ m

請願第1号

「非核平和都市宣言」採択についての請願

粟野 明雄 議員 山本 富夫 議員

6対6賛否同数
こ=子 ●世r｀ :i工 f ■
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一　
　
般

　

質

　

問

【栗
野
】

今
回
の
大
震
災
で
は
、
自
治
体
そ
の
も

の
が
移
転
を
迫
ら
れ
る
事
態
に
な
っ
て
い

る
。
学⊆
れ
ま
で
の
災
害
時
応
援
協
定
は
、

そ
こ
ま
で
は
想
定
を
し
て
い
な
い
。
そ
こ

で
平
時
に
人
間
関
係
を
構
築
す
る
意
味

も
か
ね
て
、
災
害
時
応
援
協
定
を
結
べ
る

と
こ
ろ
を
探
し
、
姉
妹
都
市
の
提
携
を
結

ぶ
考
え
は
な
い
か
。

【町
長
】

現
状
は
「福
井
県
・市
町
村
災
害
時
相

互
応
援
協
定
」
を
締
結
し
、
被
災
市
町
村

で
は
対
応
で
き
な
い
状
況
に
な
っ
た
と
き
は
、

相
互
に
協
力
し
て
支
援
を
行
う
こ
と
に
な

っ
て
い
る
。

ま
た
、
原
子
力
発
電
所
の
立
地
自
治
体

間
で
も
相
互
応
援
協
定
を
結
ん
で
い
る
。

行
政
機
能
が
ま
つ
た
く
失
わ
れ
た
と
き

は
、
国
や
県
が
主
導
的
に
対
応
す
べ
き
も

の
で
あ
る
。

【栗
野
】

避
難
道
路
は
若
狭
地
方
は
、東
西
の
道

路
を
整
備
し
て
い
る
が
、
南
へ
避
難
す
る

こ
と
が
必
要
に
な
る
。
西
の
鯖
街
道
の
整

備
が
急
が
れ
る
が
対
応
は
。

【町
長
】

石
山
峠
の
早
期
劣
成
が
必
要
で
あ
る
。

【廣
瀬
】

地
方
の
医
師
不
足
が
続
い
て
お
り
、

町
民
の
不
安
が
益
々
高
ま
っ
て
い
る
。

救
急
の
場
合
は
身
近
な
病
院
で
医
療

を
う
け
た
い
と
思
う
の
が
常
識
で
あ
る
。

休
日
及
び
、
夜
間
医
療
体
制
は
充
実

し
て
い
る
の
か
。
つ
後
、
高
浜
病
院
の

医
療
体
制
は
ど
う
な
る
か
。

【町
長
】

病
院
の
規
模
か
ら
す
れ
ば
、
必
要
な

医
師
数
が
確
保
で
き
て
い
な
い
の
が
現

状
で
あ
る
。
以
前
よ
り
行
政

・
高
浜
病

院
と
と
も
に
医
師
の
招
聘
に
力
を
い
れ

て
い
る
が
、
全
国
的
な
医
師
不
足
の
昨

今
、
中
々
思
う
よ
う
に
医
師
確
保
が
出

来
て
い
な
い
。

今
後
も
病
院

・
行
政
が

一
体
と
な

っ

て
医
師
の
招
聘
に
金
力
で
あ
た
る
様
務

め
て
い
く
。
私
自
ら
も
足
を
使

っ
て
働

き
か
け
て
い
き
た
い
。

【廣
瀬
】

社
会
保
険
高
浜
病
院
の
存
続
に
つ
い

て
、
国
の
Ｒ
Ｆ
Ｏ

（独
立
行
政
法
人
年

金
健
康
保
険
福
祉
施
設
整
理
機
構
）
は
、

２
年
間
延
長
を
決
定
さ
れ
た
。

国
・県
に
要
望
し
て
い
く
。

◆
役
場
の
人
材
育
成
を
間
う

【粟
野
】

役
場
職
員
の
人
材
育
成
は
重
要
で
あ
る
。

ま
す
、
仕
事
を
や
ら
せ
て
み
る
こ
と
が
大

切
で
あ
る
。

【副
町
長
】

研
修
参
加
や
資
格
取
得
の
促
進
も
し

て
い
る
。
業
務
委
託
や
外
部
ア
ド
バ
イ
ザ
ー

の
活
用
も
行
っ
て
い
る
が
、
説
明
責
任
は
職

員
に
あ
る
と
認
識
を
高
め
て
い
く
。
外
部

の
知
見
を
高
浜
版
に
ア
レ
ｋ
ン
し
た
も
の

に
し
て
い
き
た
い
。

◆
八
ザ
ー
ド
マ
ッ
プ
の
配
布
時
期
を
間
う

【粟
野
】

４
月
中
旬
ま
で
に
八
ザ
ー
ド
マ
ツ
プ
を

配
布
す
る
と
の
こ
と
だ
っ
た
が
、
ま
だ
配

布
さ
れ
て
い
な
い
。
い
つ
配
布
さ
れ
る
の

か
。
【総
務
課
長
】

東
日
本
大
震
災
を
受
け
再
検
討
す
る

こ
と
に
な
っ
た
。
県
の
危
機
対
策
・防
災
課

と
協
議
を
し
６
月
中
に
は
配
布
を
し
た
い
。

各
家
庭
で
は
確
認
の
上
、
日
頃
か
ら
の
心

構
え
に
活
用
し
て
い
た
だ
き
た
い
。

【喜月
凸市
】

ま
ち
づ
く
り
関
連
事
業
費
、
主
に
外

部
ア
ド
パ
イ
ザ
ー
ヘ
の
委
託
料
が
３
年

間
で
約
１
億
６
８
０
万
円
は
高
額
す
ぎ

る
の
で
は
な
い
か
。

【町
長
】

過
去
２
年
間
展
開
し
て
き
た
対
外
的

広
報
展
開
に
つ
い
て
は

一
定
の
成
果
を

得
て
お
り
、
来
年
以
降
は
ボ
リ
ユ
ー
ム

を
絞
る
こ
と
も
考
え
て
い
る
。

◆
政
策
推
進
費
に
つ
い
て
間
う

【清
常
】

ア
ド
パ

イ
ザ

リ
ー
業
務
委
託
料

２
４
０
万
円
が
予
算
計
上
し
て
あ
る
が
、

そ
の
業
務
内
容
と
は
。

【町
長
】

国
会
議
員
政
策
秘
書
の
経
験
者
に
、

国
や
県
に
対
し
て
適
切
な
働
き
か
け
を

サ
ポ
ー
ト
し
て
も
ら
う
業
務
で
あ
り
、

時
給
、
旅
費
程
度
の
実
費
で
あ
る
。

◆
原
発
重
視
政
策
転
換
と
高
浜
町
の
現

状
に
つ
い
て
　
　
　
・

【清
常
】

福
島
第
１
原
発
の
事
故
を
受
け
、
菅

首
相
は
従
来
の
原
発
重
視
政
策
を
転
換

し
自
然
エ
ネ
ル
ギ
ー
も

「基
幹
エ
ネ
ル

ギ
ー
」
に
す
る
と
表
明
し
て
い
る
。

町
財
政
も
町
民
生
活
も
原
発
と
共
存

し
て
い
る
高
浜
町
の
今
後
に
つ
い
て
、

町
長
の
心
境
と
◆
後
の
ビ
ジ
ョ
ン
を
間

つヽ
。
【町
長
】

急
激
な
政
策
転
換
、
脱
原
子
力
は
現

実
に
は
困
難
と
考
え
て
お
り
、
少
な
く

と
も
今
後
３０
年
か
ら
５０
年
程
度
は
、
基

幹
電
源
の

一
つ
と
し
て
原
発
を
堅
持
し

て
い
く
事
が
、
日
本
の
取
る
べ
き
方
向

性
で
あ
る
と
考
え
て
い
る
。

ど

災
害
時
応
援
協
定
と
姉
妹
都
市
に
つ
い
て

答
弁
　
有
効
だ
が
、
国
県
が
責
任
を
持
つ
べ
き

粟
野
　
明
雄

議
員

地
域
医
療
の
在
り
か
た
に
つ
い
て

答
弁
　
医
師
確
保
が
課
題

廣
瀬
　
と
し
子

議
員

高
浜
病
院
は
ど
う
な
る
の
か
。

【町
長
】

Ｒ
Ｆ
Ｏ
延
長
期
限
が
残
り
１
年
余
り

の
間
に
、
何
ら
か
の
動
き
が
あ
る
と
考

え
て
い
る
。

「
譲
渡
を
受
け
る
考
え
が

あ
る
」
こ
と
に
変
わ
り
は
な

い
が
、
病

院
の
意
向
も
確
認
し
な
が
ら
慎
重
に
進

め
る
必
要
が
あ
る
と
考
え
て
い
る
。

◆
老
人
介
護
保
健
施
設
に
つ
い
て

【廣
瀬
】

高
齢
化
が
進
む
中
で
老
介
護
を
必
要

と
す
る
老
人
が
増
え
つ
つ
あ
る
。

施
設
へ
の
入
所
希
望
者
、
待
機
待
ち

が
長
い
の
が
現
状
だ
が
。

【福
祉
課
長
】

高
浜
町
の
高
齢
化
率
は
２５
％
を
越
え
、

要
介
護
４
か
ら
５
の
高
齢
者
は
１
２
３

人
と
な
っ
て
い
る
。

町
内
の
施
設
で
、
住
民
の
入
所

ニ
ー

ズ
が
満
た
さ
れ
て
い
る
状
況
に
は
な
い

と
認
識
し
て
い
る
。

平
成
２３
年
度
は
県
全
体
で
１
５
７
床

の
増
床
を
示
し
、
そ
の
う
ち
３０
床
の
増

床
が
高
浜
町
の
老
人
福
祉
施
設
に
認
め

ら
れ
た
。

【上
尾
】

事
業
策
定
す
る
中
で
総
合
計
画
の
周

知

・
利
用
と
、
ワ
ー
ク
シ
ョ
ツ
プ
は
適

正
に
運
用
さ
れ
て
い
る
か
。
　
こ

【町
長

・
副
町
長
】

総
合
計
画
に
姑
す
る
各
事
業
の
位
置

づ
け
を
明
確
に
し
て

「協
働
の
ま
ち
づ

く
り
」
の
為
、
住
民
の
参
加
し
や
す
い

環
境
を
提
供
し
、
ワ
ー
ク
シ
ョ
ツ
プ
で

は
話
し
合
い
の
調
整
役
の
養
成
に
も
努

め
る
。

【上
尾
】

①
各
課
の
新
規
事
業
費
の
、
整
備
計
画

策
定
業
務
委
託
と
は
。
ま
た
、
業
務

担
当
課
変
更
の
目
的
は
。

②
白
ク
ラ
ブ
の
ま
ち
づ
く
り
会
議
と
は
、

ア
ド
バ
イ
ザ
ー
任
せ
で
町
民
の
姿
が

見
え
な
い
が
。

【町
長

・
ま
ち
づ
く
り
課
長
】

①
基
本
計
画
の
策
定
と
し
て
、
概
略
施

設
等
骨
格
が
わ
か
る
図
面
の
作
成
に

入
る
。
道
路
や
都
市
計
画
に
係
る
部

分
が
あ
リ
コ
ン
パ
ク
ト
シ
テ
イ
推
進

室
を
建
設
整
備
課
に
設
け
、
業
務
を

変
更
し
た
。

②
県
外

の
ま
ち
づ
く
リ
リ
ー
ダ
ー
を
招

い
て
の
会
議
を
東
京
で
開
催
し
、
動

画
の
配
信
な
ど
、
白
ク
ラ
ブ
は
活
動

を
広
く
発
信
す
る
為

の
広
報

ツ
ー
ル

（道
具
）
だ
が
、
批
判
も
多
く
修
正
し

た
い
。

【上
尾
】

新
庁
合
の
基
本
計
画
策
定
と
、
検
討

委
員
会
の
取
り
組
み
は
。

【副
町
長
】

基
本
計
画
策
定
は
、
庁
舎
の
機
能
の

検
討
や
防
災

・
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
機
能
も

備
え
た
庁
舎
と
な
る
様
に
、
委
員
会
を

組
織
し
検
討
す
る
。

【上
尾
】

中
央
公
民
館
基
本
計
画
で
、
高
浜
地

区
の
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
の
拠
点
は
。

【教
育
長
】

中
央
公
民
館
を
高
浜
地
区
の
拠
点
と

し
て
、
活
動
を
実
施
し
て
き
た
が
啓
発

・

認
知
度
が
低
い
、
公
民
館
運
営
審
議
委

員
会
に
て
課
題
解
決
に
む
け
議
論
し
て

い
る
が
、
地
区
住
民
の
要
望
と
熱
意
が

不
可
欠
と
考
え
る
。

まちづくり関連事業費(委託料等)一覧表

ま
ち
づ
く
り
関
連
事
業
費
に
つ
い
て
間
う

答
弁
　
適
切
な
委
託
料
。金
額
と
考
え
て
い
る

清
常
　
光
洋

議
員

「
ま
ち
づ
く
り
」
事
業
策
定
の
取
り
組
み
は

答
弁
　
町
民
・議
会
・行
政
が
方
向
性
を
合
わ
せ
る
こ
と
が
重
要

上
尾
　
徳
郎

議
員

一　
　
般

　

質

　

問

年度 件  名 金 額  (単位:円 )

21年度
(決算)

高浜白宣言推進
支援業務委託他4件

まちづくり人材支援業務他]件

19,383.000

9,082,500

22年度
(決算) まちづくり事業推進

人材派遣業務他 1件

35,971,500

9,036.300

23年度
(予算)

曼擾羹霧尼秀滓推進

まちづくり事業推進人材派遣業務

24,691.00o

8,641.500

合  計 10S,805800
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一　
　
般

　

質

　

問防
災
訓
練
の
実
施
計
画
を
間
う

答
弁
　
住
民
参
加
の
総
合
防
災
訓
練
を
考
え
て
い
る

小
幡
　
憲
仁

議
員

◆
防
災
体
制
の
充
実
に
つ
い
て

【小
幡
】

①
防
災
訓
練
の
実
施
計
画
と

「高
浜
町

地
域
防
災
計
画
」
へ
の
訓
練
結
果
の

反
映
に
つ
い
て
間
う
。

②
高
齢
者
な
ど
災
害
時
に
自
力
避
難
が

困
難
な

「災
害
時
要
援
護
者
」
の
把

握
と
避
難
計
画
を
間
う
。

③
高
浜
町
原
子
力
防
災
計
画
の
今
後
の

見
直
し
方
針
を
間
う
。

【町
長

・
総
務
課
長
】

①
防
災
訓
練
は
防
災
計
画
見
直
し
と
平

行
し
て
進
め
る
。
対
策
本
部
や
他
機

関
連
携
を
充
実
し
住
民
参
加
訓
練
と

す
る
。

②
対
象
者
の
把
握
と
名
簿

・
マ
ッ
プ
作

成
を
進
め
て
い
る
。
重
篤
な
方
な
ど

の
個
別
支
援
プ
ラ
ン
の
策
定
も
進
め

ク
０

。

③
県
の
原
子
力
防
災
計
画
検
討
委
員
会

に
参
画
し
、
こ
の
委
員
会

の
動
き
に

合
わ
せ
て
防
災
計
画
の
見
直
し
を
進

め
る
。

◆
安
全

・
安
心
な
海
水
浴
場
の
整
備
に

つ
い
て

【小
幡
】

①
防
災
情
報
の
海
水
浴
客
へ
の
周
知
の

た
め
、
海
浜
エ
リ
ア
に
町
放
送
施
設

の
設
置
が
必
要
で
は
な
い
か
。

②
障
が
い
者
も
海
水
浴
が
楽
し
め
る
よ

う
渚
ま
で
ス
ロ
ー
プ
を
設
置
す
べ
き
。

【総
務
課
長

。
ま
ち
づ
く
り
課
長
】

①
緊
急
放
送
の
周
知
は
屋
外
拡
声
器
の

増
設
で
対
応
し
た
い
。

②
車
椅
子
用
ス
ロ
ー
プ
設
置
は
県
と
の

協
議
が
必
要
。
観
光
協
会
等
と
も
協

議
し
て
検
討
す
る
。

◆
交
通
弱
者
の
視
点
で
の
道
路
整
備
に

つ
い
て

【小
幡
】

高
齢
化
が
進
む
中
、
自
転
車
や
徒
歩
、

電
動
カ
ー
ト
で
も
安
全
に
通
行
で
き
る

十

歩
道

・
車
道
整
備
が
必
要
。
Ｗ
内
を
全

域
調
査
し
順
次
改
修
に
着
手
す
べ
き
。

【建
設
整
備
課
長
】

都
市
計
画
マ
ス
タ
ー
プ
ラ
ン
策
定
の

中
で
検
討
を
進
め
る
。
ま
た
、
国
道
の

狭
小
な
歩
道
改
修
を
国
に
要
請
し
て
い

ＺＯ
。

【山
本
】

原
子
力
施
策
の
方
向
性
。

【町
長
】

深
刻
な
原
発
事
故
を
目
の
当
た
り
に

尻
込
み
す
る
状
況
で
あ
る
が
、
中
期
的

に
安
全
性
を
向
上
さ
せ
維
持
す
る
考
え
。

【山
本
】

高
浜
発
電
所
で
の
地
震

デ
津
波
対
策

の
状
況
と
住
民
説
明
会
の
状
況
。

【総
務
課
長
】

国
か
ら
事
業
者
に
対
し
、
緊
急
安
全

対
策
実
施
指
示
。
全
交
流
電
源
喪
失
対

策
で
津
波
に
よ
る
３
つ
の
機
能
維
持
。

４
地
区
住
民
説
明
会
を
適
宜
開
催
す
る
。

【山
本
】

原
子
力
災
害
時
に
お
け
る
県
道
音
海

中
津
海
線
の
パ
イ
パ
ス
化
、
野
原
港
高

浜
線
の
改
良
実
施
に
つ
い
て
。

【建
設
整
備
課
長
】

今
回
の
東
日
本
大
震
災
で
、
避
難
道

路
の
重
要
性
が
再
認
識
さ
れ
２
つ
の
路

線
改
良
整
備
が

一
刻
も
早
く
進
む
よ
う

鋭
意
粘
り
強
く
要
望
す
る
。

【山
本
】

Ｅ
Ｐ
Ｚ
避
難
区
域
の
あ
り
方
、
特
に

京
都
府
と
の
連
携
や
オ
フ
サ
イ
ト
セ
ン

タ
ー
の
◆
後
の
考
え
方
。

【総
務
課
長
】

京
都
府
な
ど

へ
の
県
外
避
難
や
、
オ

フ
サ
イ
ト
セ
ン
タ
ー
の
機
能
問
題
に
つ

い
て
は
、
市
町
村
で
の
対
応
は
難
し
い
。

国
、
県
が
し

っ
か
り
調
整
す
べ
き
で
立

地
町
と
し
て
し
つ
か
り
要
望
す
る
。

【山
本
】

今
般
の
震
災
に
よ
り
税
災
八
ザ
ー
ド

マ
ッ
プ
を
見
直
す
考
え
は
？

【総
務
課
長
】

震
災
に
よ
る
新
た
な
知
見
で
防
災
指

針
の
見
直
し
と
な
り
、

ハ
ザ
ー
ド

マ
ッ

プ
も
必
要
に
応
じ
見
直
す
。

【山
本
】

高
浜
駅
周
辺
の
抜
本
的
な
排
水
対
策

に
つ
い
て
。

【町
長
】

汐
入
川
の
断
面
容
量
が
耐
え
切
れ
ず

浸
水
す
る
状
況
。
雨
水
を

一
時
的
に
貯

め
る
調
整
池
を
複
数
設
置
。
財
政
状
況

を
見
極
め
コ
ン
パ
ク
ト
シ
テ
ィ
の
基
本

計
画
、
都
市
計
画
マ
ス
タ
ー
プ
ラ
ン
と

合
わ
せ
検
討
す
る
。

原
子
力
発
電
は
推
進
か
ス
ト
ツ
プ
か
？

答
弁
　
安
全
安
心
を
確
認
の
上
今
後
も
共
生
し
推
進
！

山
本
　
富
夫

議
員

7
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原
子
力
発
電
の
認
識
を
間
う

答
弁
　
原
子
力
防
災
対
策
を
す
す
め
る

渡
邊

　

孝

議
員

【渡
邊
】

こ
れ
ま
で
国
、
電
力
会
社
は
、

「原

子
力
発
電
は
四
重
五
重
の
防
護
壁
が
あ

り
、
炉
心
溶
融
事
故
は
絶
対
に
起
き
な

い
」
、

「原
発
は
安
全
で
あ
る
」
と
言

い
続
け
、
野
瀬
町
長
も
信
じ
て
こ
ら
れ

た
。今
回
の
福
島
原
発
事
故
は
、
こ
れ
を

事
実
で
く
つ
が
え
し
た
。
町
長
は

「原

発
は
危
険
だ
」
と
認
識
を
改
め
ら
れ
る

か
。
【町
長
】

原
発
は
危
険
で
は
あ
る
が
、
そ
の
安

全
対
策
は
万
全
に
行
わ
れ
て
い
る
と
認

識
し
て
き
た
。

今
後
は

「事
故
が
起
こ
っ
た
と
き
に

ど
う
す
る
の
か
」
の
意
識
の
も
と
、
防

災
対
策
を
す
す
め
る
。

◆
こ
ど
も
の
医
療
費
助
成
制
度
に
つ
い

て
【渡
邊
】

高
浜
町
の

「子
ど
も
医
療
費
助
成
制

度
」
は
現
在
、
中
学
校
卒
業
ま
で
と
な

っ
て
い
る
。
こ
れ
を
高
校
卒
業
ま
で
に

拡
充
す
る
考
え
は
な
い
か
。

ま
た
、
病
院
窓
口
で
無
料
と
な
る

「現

物
給
付
」
方
式
に
充
実
で
き
な
い
か
。

【住
民
課
長
】

他
市
町
の
動
向
や
、
今
後
の
医
療
費

の
推
移
な
ど
検
証
を
行
う
必
要
が
あ
り
、

現
状
で
は
年
齢
の
拡
大
は
考
え
て
い
な

【西
出
】

洪
水
八
ザ
ー
ド
マ
ツ
プ
と
津
波
、
土

砂
災
害
マ
ツ
プ
の
計
画
、
総
合
的
な
マ

ッ
プ
を
平
成
２３
年
度
作
成
し
、
全
戸
配

布
と
聞
い
た
が
、
い
つ
に
な
る
の
か
。

叉
雨
水
対
策
の
調
整
池
と
バ
イ
パ
ス
管

を
新
設
し
海
に
放
流
す
る
計
画
実
施
は

い
つ
か
。

【町
長
】
　

‐

ハ
ザ
ー
ド
マ
ッ
プ
の
作
成
は
、
県
と

の
調
整
で
今
月
中
の
配
布
を
予
定
し
て

い
る
。
雨
水
対
策
は
コ
ン
パ
ク
ト
シ
テ
イ
基

本
計
画
と
合
わ
せ
、
再
検
討
す
る
。

◆
チ
ャ
イ
ル
ド
シ
ー
ト
購
入
費
助
成
に

つ
い
て

【西
出
】

平
成
２２
年
度
チ
ャ
イ
ル
ド
シ
ー
ト
購

入
費
助
成
事
業
を
廃
上
し
た
が
な
ぜ
か
。

今
後
シ
ー
ト
購
入
費
助
成
の
検
討
は

な
い
か
。

【総
務
課
長
】

平
成
１２
年
度
か
ら
Ю
年
間
助
成
、
少
子

化
対
策
の
観
点
か
ら
補
助
対
象
を
第
一子

か
ら
に
改
正
。
事
業
に
取
り
組
み
、
子
ど

も
の
安
全
と
、
道
路
交
通
法
遵
守
の
促
進

に
つ
な
が
つ
た
と
認
識
。

子
ど
も
手
当
の
導
入
、
量
販
店
な
ど
で

は
一万
円
台
で
購
入
で
き
る
な
ど
、
家
庭
の

負
担
が
軽
減
さ
れ
て
い
る
の
で
廃
止
。
今

後
と
も
乳
幼
児
の
着
用
、
全
席
着
用
の
徹

底
と
交
通
安
全
の
啓
発
を
す
る
。

◆
Ｌ
Ｅ
Ｄ
外
灯
の
設
置
に
つ
い
て

【西
出
】

Ｌ
Ｅ
Ｄ
外
灯
の
設
置
状
況
に
つ
い
て

と
補
助
制
度
は
、
区
有
灯
の
Ｌ
Ｅ
Ｄ
外

灯
に
か
え
る
計
画
を
出
し
た
が
、
予
算

が
な
い
と
断
ら
れ
た
と
間
く
。

町
総
合
基
本
計
画
に
エ
コ
化
、
省
工

ネ
化
で
Ｌ
Ｅ
Ｄ
外
灯
へ
の
取
り
替
え
を

実
施
す
る
と
あ
る
。

【建
設
整
備
課
長
】

外
灯
Ｌ
Ｅ
Ｄ
化
の
推
進
は
、
平
成
２２

年
度
よ
り
、
各
区
所
有
の
外
灯
に
３
分

の
２
以
内
で
補
助
す
る
事
業
を
実
施
。

平
成
２３
年
度
１２
区
よ
り
申
請
、
新
設
６

灯
、
交
換
５０
灯
で
あ
る
。
今
後
、
コ
ミ

ュ
ニ
テ
イ
を
計
り
な
が
ら
、
更
な
る
省

エ
ネ
化
に
取
り
く
み
、
町
有
灯
や
海
岸

灯
な
ど
も
Ｌ
Ｅ
Ｄ
化
を
進
め
る
。

ヤ

「
現
物
給
付
」
に
つ
い
て
は
、
医
療

機
関
の
協
力

の
必
要
性
、
む
や
み
な
受

診
の
増
大
な
ど
か
ら
現
行
方
式
の
変
更

は
考
え
て
い
な

い
。

◆
住
宅
の
耐
震
化
を
急
ぐ
べ
き

【渡
邊
】

個
人
住
宅
の
耐
震
化
の
喫
緊
の
課
題

で
あ
る
。

耐
震
工
事
を
す
す
め
る
た
め
に

「住

宅
改
修
費
助
成
制
度
」
を
拡
充
す
る
考

え
は
な
い
か
。

【建
設
整
備
課
長
】

ま
だ
ま
だ
耐
震
診
断

・
改
修
事
業
の

利
用
が
少
な
い
。
さ
ら
に
制
度
の
拡
充

を
す
す
め
る
。

「
一
一

安
全
で
安
心
し
て

暮
ら
せ
る
町
づ
く
り
を

西
出
　
秀
雄

議
員

一　
　
般

　

質

　

問



各

委

員

会

報

告

予
算
決
算
常
任
委
員
会

香
貝
長
　
西
出
　
秀
雄

◇
６
月
１０
日

（金
）

目
圏
口

付
託
条
件
の
審
査
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高
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補
正
予
算
の
概
要

平
成
２３
年
度

一
般
会
計
予
算
に
歳
入
歳

出
そ
れ
ぞ
れ
８
億
ユ
、
３
７
０
万
８
千
円

を
追
加
す
る
。

雨
天
用
屋
外
体
育
施
設
新
築
工
事
に
関

し
質
問
が
有
り
、
施
設
の
場
所

の
決
定
は
、

平
成
２．
年
度
か
ら
５３
ケ
所

の
候
補
地
か
ら
、

町
有
地
の
有
効
活
用
等
を
よ
く
検
討
し
、

池
田
山
公
園
の
近
く
に
決
定
し
た
。
天
丼

は
ド
ー
ム
型
で
テ
ン
ト
白
色
で
あ
る
。
昼

は
電
気

の
照
明
が
不
可
で
維
持
費
が
軽
減

で
あ
る
。

姑
応
年
数
は
２０
年
で
、
雪
受
け
が
あ
り

積
雪
は
ｌ

ｍ
を
ク
リ
ア
ー
し
て
い
る
。
地

す
べ
り
区
域
で
は
の
質
問
が
あ
り
、
ボ
ー

リ
ン
グ
調
査
を
し
て
問
題
な
い
。

施
設
の
利
用
に
つ
い
て
、
雨
の
日
に
使

用
が
可
能
か
、
申
請
式
で
予
約
が
あ
る
時

は
で
き
な
い
。

晉
員
長
　
酷

部

　

武

史

◇
６
月
１３
日

（月
）

○
当
委
員
会
に
付
託
さ
れ
た
、
８
議
案
と

請
願
１
件
、
陳
情
１
件
に

つ
い
て
慎
重

審
議

の
結
果
、
全
条
件
を
可
決

・
採
択

し
た
。

■
安
心

・
安
全
な
地
域
社
会
づ
く
り
と
農

業
の
発
展
に
向
け
た
要
請
、
原
発
事
故

を
踏
ま
え
た
安
全
に
か
か
る
要
請

安
心

・
安
全
な
地
域
社
会
づ
く
り
と

農
業
の
発
展
に
向
け
た
意
見
書

入
回
は
ス
ロ
ー
プ
が
あ
り
室
内
に
風
が

通
る
事
や
、
男
女
の
ト
イ
レ
、
更
衣
室
が

あ
り
、
全
面
人
エ
シ
バ
で
あ
る
。

問
接
照
明
は
水
銀
灯
を
使
用
し
全
部
で

４４
灯

に
な

る
。
使
用

で
き

る
人
数

は

１
０
０
人
ぐ
ら
い
対
応
で
き
、
西
区
の
体

育
施
設
も
使
用
し
て
封
応
す
る
。

コ
ミ
ュ
ニ
テ
イ
助
成
事
業
補
助
金
に
つ

い
て
、
今
年
度
は
２
件
が
確
定
し
た
。
紫

水
ヶ
丘
区

・
横
津
海
区

。
東
三
椅
区
で
す
。

林
道
の
復
旧
工
事
は
今
寺
区
の
、
の
り
面

改
修
で
あ
る
。

消
防
費

の
西
三
松
区

の
地
下
貯
水
槽
改

修
工
事
は
、
１
０
０
ｔ
の
大
き
さ
で
耐
震

性
が
あ
り
、
今
後
も
計
画
的
に
改
修
を
進

め
る
。
社
会
福
祉
施
設
整
備
補
助
金
に

つ
い
て
、

県

の
補
助
金
は
７
、
５
０
０
万
円
で
決
定
。

の
こ
り
５０
％
を
市
町
で
負
担
す
る
。

け

い
あ

い
の
里
の
３０
床

の
増
設
に
土
地
代

４
、
２
０
０
万
円
か
か
る
と
答
弁
が
あ
り
、

次
に
中
央
体
育
施
設
擁
壁
改
修
工
事
費
は
、

物
件
保
障
で
あ
り
、
崩
落
調
査
は
終
了
し

て
い
る
。

そ
の
他
に
も
、
災
害

の
対
応
、
公
共
下

水
道
に

つ
い
て
の
質
問
が
あ
り
、
慎
重
に

審
議
し
た
結
果
、
全
員
賛
成
で
可
決
し
ま

し
た
。

Ｔ
Ｐ
Ｐ
に
つ
い
て
は
議
論
を
深
め
る
必

要
性
が
あ
る
。

中
央

の
政
局
等
を
考
慮
し
、
意
見
書

の

提
出
は
も
う
少
し
先

の
ほ
う
が
効
果
的
で

は
な
い
か
。

意
見
書
条

の
各
項
目
は
、
深
刻
な
状
況

で
あ
り
速
や
か
に
採
択
す
べ
き
。

【賛
成
多
数
で
採
択
】

目
国
田
ロ

■
高
浜
町
し
尿
受
入
施
設
整
備
工
事
請
負

契
約
一剃聯猟胸鞠翌稀灘継捌灘紳仲静畔維匂ぁ

維
持
管
理
面
を
考
慮
し
プ
ラ
ン
ト
メ
ー

カ
ー
に
な

っ
た
。
地
元
で
で
き
る
範
囲
は

地
元
業
者
に
発
注
す
る
よ
う
指
導
し
て
い

ＺＯ
。
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城
山
で
台
風
２
号

の
災
害
で
土
砂
く
ず

れ
が
あ
る
が
、
町
全
体
で
何
ヶ
所
あ
る
の

か
質
問
が
あ
り
、
８０
ヶ
所
以
上
で
あ
る
。

対
応
は
町
と
県
、
県
単

の
補
助
で
申
請
と

調
査
に
取
り
か
か

つ
て
い
る
。
復
旧
工
事

に
な
る
。

城
山
の
修
理
と
今
後

の
管
理
に
つ
い
て

は
、
要
望
で
聞

い
て
い
る
が
、
シ
ル
バ
ー

人
材
セ
ン
タ
ー
に
管
理
を
委
託
。
今
後
も

積
極
的
に
予
算
を

つ
け
て
い
く
。

公
共
下
水
道
で
高
森
工
業
団
地
ま
で
の

歩
道

へ
の
工
事

で
、
光
ケ
ー
ブ
ル
ヘ
の
影

響
は
問
題
な
く
工
事
が
出
来
る
。

ゆ
り
ヶ
丘
は
下
水
道
が
ま
だ
で
あ
る
が

計
画
は
。
答
弁
で
来
年
度
設
計
を
予
定
し

て
い
る
。
平
成
２６
年
を
め
ど
に
計
画
し
て

い
る
。

慎
重
審
議

の
結
果
、
全
員
賛
成
で
可
決

し
ま
し
た
。
　
、

笠
原
の
浄
化
ラ
ン
ド
は
ど
う
な
る
の
か
。

機
能
は
停
止
す
る
が
、
取
り
壊
し
等
に

つ
い
て
は
検
討
中
。

(6) (5)14)(3)(2)(1)

着工 :平成23年 6月

完成 :平成25年 3月 25日

4億9,035万円

愛知県名古屋市東区葵3‐22-5

1ttl西原環境中部支店

(8)(7)(9)

戸
別
所
得
補
償
制
度
の
充
実

農
産
物
の
ブ
ラ
ン
ド
カ
強
化
姑
策

Ｔ
Ｐ
Ｐ
な
ど
国
際
貿
易
交
渉

蔦
獣

・
病
害
虫
に
よ
る
被
害
対
策

農
村

・
地
域
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
を

守
る
姑
策

原
子
力
発
電
所
事
故
防
止
未
然

対
策
災
害
時
に
お
け
る
補
償
対
応

原
子
力
発
電
所
事
故
に
対
す
る

適
切
な
予
算
措
置

災
害
時
の
情
報
公
開
の
徹
底
に

つ
い
て

[工  期]

[工事代金]

浄
化
ラ
ン
ド
は
１
日
３０
ト
ン
処
理
能
力

が
あ
る
設
備
だ
が
、
今
回
の
施
設
は
４
ト

ン
で
、
せ

ゝ
ら
ぎ
ラ
ン
ド
と
共
用
で
き
る

機
器
類
も
多

い
。

維
持
管
理
に
は
、
年
間
１
億
６
６
６
万

８
千
円
か
か

つ
て
い
た
の
に
対
し
、
５
、

１
０
０
万
円
に
な
る
と
試
算
し
て
い
る
。

【全
員
賛
成
で
可
決
】
　

　

　

‘

◆
日
本
二
十
五
勝

郷
土
資
料
館
に
て

「日
本
二
十
五
勝
」

に
選
ば
れ
た
経
緯
　
や
当
時
の
資
料
を
基

に
研
修
し
た
。

大
幅
な
維
持

コ
ス
ト
の
縮
減
が
可
能
と
あ
る

が
。

香
員
長
　
横

田
　
則
孝

◇
６
月
１４
日

（火
）

付
託
条
件
の
審
査

０
議
案
第
４８
号

「
平
成
２３
年
度
　
一局
浜
町
国
民
健
康
保

険
診
療
所
特
別
会
計
補
正
予
算

（第

一
号
）
」

医
療
事
務

の
委
託
料
を
臨
時
職
員
に
予
算

を
振
替
え
る
こ
と
に

つ
い
て
の
質
問
が
あ

り
、
労
働
者
派
遣
法
に
よ
り
期
間
全
屋
用

延
長
が
出
来
な
く
な

っ
た
た
め
、
今
後
、

臨
時
職
員
に
よ
り
姑
応
し
た
く
予
算

の
振

り
替
え
補
正
と
な

っ
た
と
の
答
弁
が
あ

っ

た
。討

論
は
特
に
な
し
。

【全
員
賛
成
で
可
決
】

総
務
産
業
常
任
委
員
会

陳
情
第
１
号

各

委

員

会

報

告

審
議
の
概
要

台風2号に係る豪雨災害調査

[台風2号降雨量]

24時間雨量 :332mm

(5/29 AM7:00～ 5/30 AMフ :00)

1時間雨量 :28mm

(5/30A氏/12:00～ 3:00)

[災害復旧事業採択要件]

24時 F口]雨量 :80mm以上
1時間雨量 :20mm以上

復旧工事費 :60万円以上

(公共土木施設・林業施設)

復旧工事費 :40万円以上

(農地・農業用施設)

厚
生
文
教
常
任
委
員
会

審
議
事
項

10哲Ч9卜Ⅲメどd rl第 107号第107号 々 牌 ど」F rl11



各

委

員

会

報

告

原
子
力
対
策
特
別
委
員
会

審
議
事
項

審
議
内
容
の
要
旨

否
員
長
　
清
常
　
光
洋

◇
６
月
１５
日

（水
）

①
高
浜
町
原
子
力
防
災
に
つ
い
て

②
原
子
力
に
関
す
る
住
民
説
明
会
に

つ
い

て
③

Ｉ
Ａ
Ｅ
Ａ
報
告
書

の
概
要
説
明
に
つ
い

て①

。
②
に

つ
い
て
総
務
課
長
よ
り
現
在

の
町
の
取
組
に

つ
い
て
説
明
を
受
け
る
。

委
員
か
ら
は
福
島
第

１
原
発
の
事
故
を
踏

ま
え
、
こ
れ
迄

の
様
に
安
全
神
話
に
則

っ

と
る
事
な
く
、
防
災
訓
練
に
あ

っ
て
も
実

効
性

の
あ
る
も

の
と
し
、
原
発
に
関
す
る

情
報
を
完
全
に
開
示
し
、
住
民
説
明
会
で

町
長
よ
り
説
明
の
あ

っ
た
避
難
道
に
あ

っ

て
も
、
早
急
に
取
組
む
よ
う
意
見
が
あ
り
、

そ
の
他
に
も
今
後

の
オ
フ
サ
イ
ト
セ
ン
タ

ー
の
あ
り
方
や
、
Ｅ
Ｐ
Ｚ

（防
災
姑
策
重

点
実
施
地
域
）
に

つ
い
て
も
質
疑
を
行

い
、

国

・
県
と
共
に
広
域
的
に
取
組
ん
で
行
く

事
を
確
認
し
た
。

③
に
つ
い
て
原
子
力
安
全

・
保
安
院
高

経
年
化
対
策
室
石
垣
室
長
よ
り
福
島
第

１

原
発

の
事
故
を
受
け
、
政
府
が
Ｉ
Ａ
Ｅ
Ａ

（国
際
原
子
力
機
構
）

へ
報
告
し
た
概
要

報
告
書

の
内
容
に
つ
い
て
の
説
明
を
受
け

Ｚ
Ｏ

。

報
告
書

の
主
な
項
目
は
地
震
と
津
波

の

被
害
、
放
射
性
物
質

の
放
出
、
事
故
収
束

へ
向
け
て
の
取
組
等

で
あ

っ
た
。
委
員
か

ら
は
保
安
院

の
資
料
に

「
原
子
炉

の
運
転

継
続
や
運
転
再
開
す
る
こ
と
は
安
全
上
支

障
な

い
」
と

の
文
言
が
あ

っ
た
事
か
ら
異

論
が
で
た
。

概
要
報
告
書
に
関
連
し
、
保
安
院
が
高

浜
発
電
所
に
指
示
し
た
緊
急
安
全
姑
策

の

実
施
状
況
、
信
頼
性
向
上
の
た
め
対
策
内

容
に
つ
い
て
も
説
明
を
受
け
る
。

又
、
福
島
で
は
避
難
指
示
範
囲
の
中
に

オ
フ
サ
イ
ト
セ
ン
タ
ー
が
入
り
、
機
能
を

果
た
さ
な
か

つ
た
が
、
高
浜
も
そ
う
な
る

の
で
は
な

い
か
。
そ
の
場
合
町
外
敦
賀
で

対
応
で
き
る
の
か
と
言
う
質
問
に
対
し
、

お
お

い
町
の
セ
ン
タ
ー
と
は
可
能
で
あ
る

が
敦
賀

の
セ
ン
タ
ー
と
は
対
応
で
き
な

い

と
の
事
で
あ

っ
た
。

そ
の
他
中
部
電
力
浜
岡
原
発
停
止

の
作

に
つ
い
て
も
議
論
を
交
わ
し
、
保
安
院
か

ら
は
、
浜
岡
原
発
の
停
止
は
政
治
的
な
面

で
の
判
断
が
あ

つ
た
の
で
は
な

い
か
と
の

説
明
が
あ

つ
た
。

そ
の
他

の
条
件
と
し
て
、
県
原
協

の
理

事
、
出
席
議
員
の
選
出
、
平
成
２３
年
度
事

業
計
画

（案
）
に

つ
い
て
も
協
議
を
行
う
。

香
員
長
　
廣
瀬
と
し
子

◇
６
月
１６
日

（木
）

高
浜
町
の
住
民
が
安
心
し
て
、
医
療
を

受
け
ら
れ
る
こ
と
を
目
指
し
、
医
療
体
制

の
充
実
を
図
る
為
に
、

「
地
域
医
療
姑
策

特
別
委
員
会
」
を
立
ち
上
げ
議
員
６
名

（新

人
議
員
３
名
）
で
構
成
さ
れ
、
今
後
活
動

す
る
事
を
確
認
し
ま
し
た
。

社
会
保
険
高
浜
病
院
を
核
と
し
、
こ
れ
迄
の

経
過
と
今
後
の
課
題
に
つ
い
て
　
　
，

高
浜
町
地
域
医
療
推
進
室
よ
り
説
明
を

聞
き
、
地
域
医
療

の
再
生
は
町
づ
く
り
の

第

一
歩
と
位
置
付
け
高
齢
者
等
が
、
安
心

し
て
生
活
出
来
る
か
検
討
し
た
。

何
故
医
師
不
足
な
の
か

医
師

の
確
保
に
は
、
医
師

の
定
着
を
基

本
と
し
、
働
き
易

い
環
境
を
作
り
、
又
住

民
の
意
識
改
革
が
必
要
と
し
、
今

の
病
院

の
現
状
を
把
握
し
た
上
、
前
進
す
る
考
え

を
明
ら
か
に
し
た
。

今
後
も
委
員
会
で
、
夫

々
の
委
員
が
意

見
交
換
し

「地
域
医
療
姑
策
特
別
委
員
会
」

に
て
報
告
す
る
。

香
貝
長
　
山
本
　
富
夫

◇
６
月
１６
日

（木
）

新
た
に
設
置
さ
れ
た
舟
獣
害
委
員
会

の

今
後

の
取
り
組
み
に
つ
い
て
、
ま
ち
づ
く

り
課
農
林
水
産
振
興
室
の
役
割
等

の
確
認

を
し
た
。

Ｈ
２３
年
度
獣
害
対
策
当
初
予
算

の
進
捗

状
況
を
確
認
の
後
、
横
津
海

・
高
野

。
神

野

・
山
中
地
区
の
獣
害
防
止
柵
や
捕
獲
檻

の
設
置
状
況
等

の
現
地
視
察
、
現
状
の
駆

除
数
や
現
況
で
の
問
題
点
な
ど
を
確
認
し

た
。高

野
地
区
で
は
、
高
齢
化
で
作
づ
け
す

る
の
に
も
４

・
５
年
で
後
継
者
が
居
な
く

な
る
状
況
が
報
告
さ
れ
た
。

２号７０第
´
印
Ｗ
ｄ゛，
ヽ

ｎ
゛
′
′

地
域
医
療
対
策
特
別
委
員
会

鳥
獣
害
防
止
対
策
特
別
委
員
会

哲⌒
呵3  第 107号

″
室属
IЧ貧ト

評諄妻解

議会運営委員会 委員長小幡 憲仁
議会運営委員会で|よ、町議会の機能を高め、渚力ある発展に資するために、

今年度より「議会四前報告会 (仮称)」 を開催することをIF元略決定しまし

たのでお知らせします。 (詳細lよ時期になりましたら報告します)

6月定預」会に13、 高浜阿商工会女性きBの皆さ′υんЧ寿硫に
来られました。

傍聴の手続きは、議会事矛ヵ支局ご住所・氏筈・年齢を記入して:いた

だくだ lEナ CO。 次固定例会139月 てと'0。 あ待ちしておりき0。

高浜町議会事務局 0770-72-7710

Ｌ
一
「本環曙

「
零

一

講
一
膏戸コＦ

一

需

一

部
≡
玲
一
辞
・
李靖
．
帝語
．‐

琴瞬

一

聟要苧

一

薫
！
斎訴玲

一

第
３
号
議
案

嶺
南
広
域
行
政
組
合
規
約
の
変
更

３
議
柔
と
も
全
員
賛
成
で
可
決
。

委

［貝
　
山
本
　
［昌
夫

平
成
２３
年
３
月
３０
日

教
賀
市
立
図
書
館
３
階

第
１
号
議
案

平
成
２２
年
度
嶺
南
広
域
行
政
組
合

一
般
会
計

補
正
予
算

（第
１
号
）

核
燃
料

の
確
定
に
伴

い
歳
入
で
２
億

７
、

６
６
３
万
９
千
円
増
額
、
補
正
後

の
予
算

総
額
は
Ю
億
５
、
６
６
６
万
９
千
円
。

第
２
号
議
案

平
成
２２
年
度
嶺
南
広
域
行
政
組
合

一
般
会
計

予
算

歳
入
歳
出
予
算

の
総
額
Ｈ
億
８
、
６
４

１
万
円
。

ｄ゛

，
ヽ

ｎ
゛
′
ｒ

〕

０

一
〉

“

各

委

員

会

報

告

議会出前報告会は、議員自

らが各地区に出向き、議会の

活動状況を田」民に報告すると

ともに、議会に対するこ意見

やB」政に対する提言などをお

聴きする場です。

9 ま

前

と

出

会

（蚕
生
ロ

議

華贋

議会出前報告会は、年間2

回 (10月 と4月 )、 8丁内4地

区 (和田、高浜、青郷、内浦)

の公民館等に出向き開催します。

各会場には議員4名程度が

出向きます。 B丁民の参力0は自由。

ゆ 年
に2回
開催 します。

嶺
南
広
域
行
政
組
合
議
会



東
日
本
大
震
災
で
は
、大
地
震
・津
波
。原

発
事
故
が
複
合
し
た
か
つ
て
な
い
大
災
害
で
、

防
災
対
策
が
ほ
と
ん
ど
機
能
し
な
か
っ
た
と

思
い
ま
す
。
今
も
新
聞
報
道
さ
れ
な
い
日
は

あ
り
ま
せ
ん
。
高
浜
町
で
も
、
＞」
の
大
災
害

か
ら
し
つ
か
り
と
教
訓
を
受
け
、
国
は
も
ち

ろ
ん
、自
治
合
の
政
策
活
動
に
真
剣
な
努
力

が
求
め
ら
れ
る
と
思
い
ま
す
。

原
子
力
対
策
特
別
委
員
会
で
も
全
員
で

慎
重
な
議
論
を
し
て
い
ま
す
。

４
月
よ
り
議
会
構
成
も
か
わ
り
、
議
会

だ
よ
り
も
わ
か
り
や
す
い
広
報
誌
を
め
ざ

し
て
い
き
ま
す
の
で
が」意
見
、ご
感
想
を
、
お

待
ち
し
て
お
り
ま
す
。文
責
　
井
∠
死
康
夫

広
報
特
別
委
員
会

嗣
集
園
話委

員
長

副
委
員
長

委
　
員

磯
部
　
武
史

大
塚
ひ
と
み

上
尾
　
徳
郎

井
∠
死
康
夫

廣
瀬
と
し
子

清
常
　
光
洋

今
だ
か
ら
、
電
気
に
つ
い
て
考
え
よ
う
１

績

１
０
０
万
人
の

キ
ャ
ン
ド
ル
ナ
イ
ト
ｈ
高
浜

青
の
里
地
球
ま
る
ご
と
会
議

の
つ
な
が
り
の
和
の
よ
う
に
、
高
浜
の

あ
ち
ら
こ
ち
ら
で
こ
の
よ
う
な
語
ら
い

の
場
が
も
て
る
こ
と
を
祈
り
な
が
ら
、

ゆ
っ
く
り
荘
を
あ
と
に
し
た
。

文
責
　
大
塚

ひ
と
み

「青
の
里
地
球
ま
る
ご
と
会
議
」
代

表
、
日
高
裕
美
子
さ
ん
か
ら

百
一一一口
い

た
だ
き
ま
し
た
。

―

今
、
＞」の
時
期
に
と
企
画
し
た
キ
ャ

ン
ド
ル
ナ
イ
ト
。
多
く
の
方
が
参
加
し

て
く
だ
さ
っ
た
事
に
驚
き
な
が
ら
も
、

様
々
な
立
場
の
方
が
そ
れ
ぞ
れ
の
視
点

で
「過
去
」
を
貢
め
る
の
で
は
な
く
、
知

恵
を
出
し
合
い
、
「未
来
く
と
向
か
っ
た

一夜
と
な
り
嬉
し
く
思
っ
て
い
ま
す
。
違

い
が
あ
る
か
ら
こ
そ
、
「対
立
」
す
る
の

で
は
な
く
「対
話
」
を
し
、
未
来
へ
夢
を

届
け
て
行
く
事
の
大
切
さ
。
高
浜
町
に

住
ん
で
い
る
か
ら
こ
そ
、
見
え
る
こ
と
、

感
じ
る
事
を
語
り
合
う
時
間
と
な
ヶ
、

と
て
も
有
意
義
で
し
た
。
「過
去
で
は
な

く
、
未
来
金
こ
の
町
で
こ
れ
か
ら
も
そ

ん
な
提
案
を
楽
し
く
し
て
い
け
た
ら
と

思
っ
て
い
ま
す
。
‐―

夏
至
は
一年
で
い
ち
ば
ん
日
照
時
間
が

長
い
日
。
今
、
日
本
を
は
じ
め
と
す
る

地
球
の
あ
ち
ら
こ
ち
ら
で

『１
０
０
万
人

の
キ
ャ
ン
ド
ル
ナ
イ
ト
』
と
で
つ
環
境
イ
ベ

ン
ト
が
開
催
さ
れ
て
い
る
そ

つヽ
で
す
。

高
浜
町
で
も
、
６
月
２２
日

（水
）
「夏

至
の
日
」
１９
時
か
ら
、
青
の
里
　
ゆ
っ
く

り
荘

（西
三
松
）
で
、
「１
０
０
万
人
の
キ
ャ

ン
ド
ル
ナ
イ
ト
、
で
ん
き
を
消
し
て
ス
ロ
ー

な
夜
を
。
」
（主
催
　
エ
ネ
ル
ギ
ー
と
暮
ら

し
の
会
・Ａ

青
の
里
地
球
ま
る
ご
と
会

議
）
が
行
わ
れ
参
加
し
ま
し
た
。
は
じ

め
に
薄
ら
灯
り
の
中
で
Ｄ
Ｊ
の
生
ラ
イ
ブ

を
聴
き
な
が
ら
、
お
に
ぎ
り
と
お
味
噌

汁
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。

２０
時
か
ら
は
、
す
べ
て
の
電
気
を
消
し

て
ロ
ー
ソ
ク
の
灯
り
だ
け
。

風
鈴
の
音
、
涼
し
い
風
、
お
ぼ
ろ
げ
に

見
え
る
人
影
、
心
地
よ
い
空
間
に
ひ
た

り
な
が
ら
、
ゆ
つ
く
り
と
語
ら
い
に
耳
を

か
た
む
け
る
。

「今
ま
で
電
気
が
あ
る
こ
と
を
あ
た
り
前

と
思
っ
て
い
た
こ
と
。
誰
か
を
責
め
る
の

で
は
な
く
、
人
が
輪
っ
て
い
た
と
き
ず
い

た
こ
と
。
電
気
が
な
い
頃
、
ラ
ン
プ
の
ほ

や
磨
き
と
水
汲
み
が
日
課
だ
つ
た
こ
と
。

電
気
は
火
の
神
様
と
で
つ
話
。
子
や
孫

の
未
来
の
こ
と
。
原
子
力
、
資
源
エ
ネ
ル

ギ
ー
に
つ
い
て
。
今
は
ま
だ
結
論
が
で
な

く
て
も
、
ゆ
っ
く
り
こ
れ
か
ら
の
未
来
の

エ
ネ
ル
ギ
ー
に
つ
い
て
語
り
合
う
場
が
あ

る
こ
と
が
素
晴
ら
し
い
。
そ
し
て
高
浜
で

す
％
こ
と
に
意
味
が
あ
る
。
」
夜
更
け
ま

で
話
は
尽
き
な
い
。

い
ろ
い
る
な
人
々
と
ひ
と
時
を
共
有

で
き
た
こ
と
に
感
謝
し
、
コ
戸
一灯
」
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